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会社概要（2007年3月31日現在）

会 社 名  高砂香料工業株式会社 
  TAKASAGO INTERNATIONAL CORPORATION

創　　業 1920年（大正9年）2月9日

本　　社  〒 144-8721　 
 東京都大田区蒲田5丁目37番1号 
 ニッセイアロマスクエア 17Ｆ

資 本 金 92 億円

従業員数  949名 
 （国内および海外の高砂香料グループ2,438名）

事業内容  フレグランス、フレーバー、アロマケミカル、
ファインケミカルの製造・販売

環境報告書の編集にあたって

　この環境報告書の作成にあたっては、環境省の「環境報
告書ガイドライン（2003年度版）」「環境会計ガイドライン
2005年版」およびGRI （Global Reporting Initiative） の「サ
ステナビリティ・リポーティング・ガイドライン2002」「サス
テナビリティ・リポーティング・ガイドライン2006」を参考
にしました。
　今後も毎年1回発行を予定しています。皆様のご意見を
頂戴しながら活動内容を見直し、報告方法についても改善
していきます。

［本報告書の対象範囲］
対象期間：2006年4月～2007年3月（一部最新のデータを含む）
対象範囲：高砂香料工業株式会社およびグループ会社

本報告書に関するお問い合わせ先

Contents

売上高推移 （単位：百万円）

単　体
2002 年度 57,531 
2003 年度 54,994 
2004 年度 57,894 
2005 年度 58,365
2006 年度 61,549

連　結
2002 年度 100,837 
2003 年度   96,161 
2004 年度 101,205
2005 年度 105,721
2006 年度 113,876

環境安全管理室

Tel：03-5744-0577　Fax：03-5744-0593
E-mail：kankyo@takasago.com
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　日頃ご愛顧をいただいております各位には、益々ご清
栄のこととお慶び申し上げます。
　また、当社の事業活動につきましては、平素より格別
のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社では経営基本方針のひとつであります「地
球環境に配慮し、地域社会を大切にした、世界の人々か
ら共感を得られる企業を目指す」に則り、現在23カ国に
拠点を構えるグローバル企業としての責務を全うすべ
く、本業である香りを通じて広く社会に豊かな生活を提
供してまいります。
　また当社グループの社会的責任を内外に明示するた
め、平成18年4月に「高砂香料グループ企業憲章」を制
定し、経営トップおよび従業員が社会的良識をもって行
動するための原則を定め、コンプライアンスの徹底にも
努めております。とくに、単に「法令」を遵守することだ
けではなく、人としての常識節度を守り、明らかな法令
違反でなくとも、個人の良識に照らし、「灰色なものは
黒と疑って考える」というように厳しく律していくこと

等が、憲章の精神として反映されています。
　香りというものは、時にはよい芳香で人を和ませ、時
には悪臭で危険を知らせるという役割をもつように、本
来、社会のため、人のためにあるものです。
　我々は、このように社会に貢献する香料会社として、
上場企業として、そしてグローバル企業としての社会的
責任を深く認識し、品質保証体制、コンプライアンス強
化、内部統制をはじめとしたコーポレート・ガバナンス
の充実等、その組織経営体制を強化していくと同時に、
本業を通して、もっと社会への貢献を果たすことができ
ると信じております。
　当社グループは、常に株主の皆様・お客様・従業員を
はじめ、地域社会、その他当社が係わるすべてのステー
クホルダーに「利益」を還元して社会貢献する「責任」を果
たしていかなければならないと考えております。
　関係の各位には、なお一層のご支援ご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。

代表取締役社長 Hiroki Take
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リサイクル肥料を
近隣の農家に
提供しています。

廃棄物を再利用する
ゼロエミッションを
達成しました。

グリーン購入と
省エネ（電力）を
徹底しています。

自転車通勤で
CO2の削減に
貢献しています。

高砂香料工業 鹿島工場

高
砂
香
料
工
業 

本
社

高砂フードプロダクツ

高
砂
香
料
工
業

磐
田
工
場

環 境 負 荷 低 減 の た め の 活 動

私たちは
環境負荷の低減を目指し、
日々、活動しています。
私たち高砂香料グループは、一人ひとりが毎日の業務の中で、
環境負荷の低減を目指し、さまざまな活動を行っています。
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法令に則り
化学物質の管理を
徹底しています。

植林と育林の
ボランティア活動に
参加しています。

環境にやさしい
変電設備を
導入しました。

臭気の放散を防ぐ
脱臭装置を
設置しています。

周辺地域の
廃棄物回収作業に
参加しています。

工場内だけでなく
工場周辺の美化にも
努めています。

高
砂
ケ
ミ
カ
ル

高
砂
香
料
工
業

磐
田
工
場

高砂珈琲 磐田工場

高
砂
香
料
工
業

平
塚
工
場

高
砂
香
料
工
業

研
究
開
発
本
部

高
砂
ス
パ
イ
ス
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中期経営計画のビジョン

基本戦略

経営基本方針

企業理念

グローバル香料業界Tier2入り
（年商1500億円規模）

�� GSPC体制強化による事業のグローバル化推進
�� グループ経営管理体制の推進
�� グローバル顧客の積極的獲得
�� グループ経営資源の有効活用によるローカル取引強化

技術立脚の精神に則り社会に貢献する

グローバル市場でのトップクラスの香料会社を目指す

地球環境に配慮し、地域社会を大切にした、
世界の人々から共感を得られる企業を目指す

■平塚工場　
■磐田工場　
■鹿島工場　
■高砂フードプロダクツ　
■高砂珈琲　
■高砂ケミカル　
■高砂スパイス　
■本社・支店・出張所・研究所　
■他の関連会社
　生産原料単位（千�����）
　生産量原単位（������）

消費電力量（千�����）

（����年を�����とした生産量原単位）電力量（千�����）

1  

2  

3  

4

5

6

7  

8  

9  

10

企 業 憲 章 、中 期 経 営 計 画 「 プ ロ グ ラ ム G 3 」

高砂香料グループ企業憲章と中期経営計画
高砂香料グループは、国際社会に貢献するグローバル企業として企業憲章を制定し事業活動を推進しています。 

人権を尊重し、関係法令、国際ルールおよびその精神を遵守するとともに、社会的良識をもって行動します。

また、企業憲章に則り、中期経営計画「プログラムＧ3」(2006-2008年度)を実施しています。

企業憲章

 私たちは、製品・サービスを提供する場合には、その有用性のみならず、安全性にも十分配慮し、 
得意先の満足と信頼を獲得することに努めます。

私たちは、地球資源を有効に活用し、環境に配慮した物づくりを通じて、 
地域と地球の環境を保全するように努めます。

私たちは、関連法規を遵守し、社会規範を尊重し、 
公正、透明、自由な競争ならびに適正な取引を行ないます。

私たちは、社会の一員として、より良い社会を目指して、積極的に社会貢献活動に参加します。

 私たちは、社会の秩序を乱す反社会的勢力に対しては、毅然として対応します。

 私たちは、企業情報の適時・適切な開示を行ない、広く社会に対して透明性を高めることに努めます。

 私たちは、海外においても、現地の法規ならびに国際ルールを遵守し、 
また、現地の文化・慣習を尊重し現地との共存共栄を図ります。

 私たちは、従業員のゆとりと豊かさを実現するために、ひとりひとりの従業員を大切にし、 
安全で働きやすい職場環境を作ります。

 経営トップは、本憲章の精神を高砂香料グループ内に周知・徹底し、 
また、その精神の実現に自ら率先垂範努力します。

 経営トップは、本憲章に反するような事態が発生した場合は、 
自ら問題解決にあたる姿勢を明らかにし、原因究明、再発防止に努めます。 
また、迅速かつ的確な情報公開と説明責任を遂行し、自らを含めて厳正な処分を行ないます。

中期経営計画「プログラムG3」
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株主総会

取締役会 監査役会
監査役

コンプライアンス委員会
危機管理本部

執行役員会

各事業部門

監
査
室

監査

内部監査

選
任
・
解
任

報
告

選
任
・
解
任

報
告

報
告

報告

指
示

報
告

選
任
・
解
任

相互連携

相互連携

報
告

会
計
監
査
人

監査

■平塚工場　
■磐田工場　
■鹿島工場　
■高砂フードプロダクツ　
■高砂珈琲　
■高砂ケミカル　
■高砂スパイス　
■本社・支店・出張所・研究所　
■他の関連会社
　生産原料単位（千�����）
　生産量原単位（������）

消費電力量（千�����）

（����年を�����とした生産量原単位）電力量（千�����）

製造（製品）

平塚工場
磐田工場
鹿島工場
（株）高砂ケミカル
高砂スパイス（株）
高砂フードプロダクツ（株）
高砂珈琲（株）磐田工場
高砂珈琲（株）鹿島工場

本社
大阪支店
名古屋支店
福岡支店
静岡出張所
研究開発本部
高砂アロマス（株）
高栄産業（株）
高砂珈琲（株）研究所

主原料� �������
副原料� ������
消耗品� ����
包装材料� ������

購入・汲上� ���������㎥

エネルギー� ���������

電力� ������千���（���������）
蒸気� �������（ ��������）
燃料
重油等� �����㎘（���������）
都市ガス� �������㎥（ ��������）
��ガス� ������（���������）

�������投入

水 資 源

原 材 料

本部長

取締役社長

委　員

フレーバー事業本部
国際事業本部
人事・総務本部
管理本部
企画開発本部
生産本部
研究開発本部
フレグランス・アロマケミカル事業本部
ファインケミカル事業本部
以上の事業本部、本部の担当執行役員

■平塚工場　
■磐田工場　
■鹿島工場　
■高砂フードプロダクツ　
■高砂珈琲　
■高砂ケミカル　
■高砂スパイス　
■本社・支店・出張所・研究所　
■他の関連会社
　生産原料単位（千�����）
　生産量原単位（������）

消費電力量（千�����）

（����年を�����とした生産量原単位）電力量（千�����）

製造（製品）

平塚工場
磐田工場
鹿島工場
（株）高砂ケミカル
高砂スパイス（株）
高砂フードプロダクツ（株）
高砂珈琲（株）磐田工場
高砂珈琲（株）鹿島工場

本社
大阪支店
名古屋支店
福岡支店
静岡出張所
研究開発本部
高砂アロマス（株）
高栄産業（株）
高砂珈琲（株）研究所

主原料� �������
副原料� ������
消耗品� ����
包装材料� ������

購入・汲上� ���������㎥

エネルギー� ���������

電力� ������千���（���������）
蒸気� �������（ ��������）
燃料
重油等� �����㎘（���������）
都市ガス� �������㎥（ ��������）
��ガス� ������（���������）

�������投入

水 資 源

原 材 料

信 頼 に 応 え る 企 業 統 治 体 制

　高砂香料グループは、株主、取引先、従業員、地域社会
などのステークホルダーから信頼され評価される経営を
目指しています。経営判断の適正性、経営のチェック機
能、および情報開示による経営の透明性を高め、コーポ
レート・ガバナンスの充実を図っています。

取 締 役 会 を 中 心 と し た 内 部 統 制 シ ス テ ム

　経営上の意思決定に係る最高機関である取締役会は、
経営監督機能の強化により重点を置き、社外取締役1人
を含む8人で構成されています。
　また、取締役会の下部組織である執行役員会は、全執
行役員で構成され、業務執行の迅速かつ的確な意思決定
に努めています。
　各監査役は、取締役会など重要な会議に出席するほか、
取締役などからその職務の執行状況を聴取するなどし
て、公正かつ独立性のある立場で監査を行っています。

法 令 遵 守 を 推 進 す る 内 部 監 査 体 制

　監査室による会計監査および業務監査を行い、内部監査
を実施しています。監査室は、内部監査内規に基づき、内
部監査を立案・実施。内部管理体制の妥当性、有効性、コ
ンプライアンスの状況を定期的に検証する役目を担って
います。また、監査指摘事項については、改善案の提示を
行うなど、監査後のフォローアップにも取り組んでいます。

リ ス ク 管 理 体 制 を 確 立 し 緊 急 事 態 に 対 処

　事業継続の妨げになる危機へ的確に対処する管理体制
として、取締役社長を本部長とする危機管理本部を設置
しています。平常時より危機の発生を未然に防ぐととも
に、事前の取り決めや緊急時対応を定めた危機管理計画
書を制定し、緊急事態に備えています。

コ ー ポ レ ー ト ・ガ バ ナ ン ス 、コ ン プ ラ イ ア ン ス

透明性の高い健全な経営を実践し、
社会から信頼される企業を目指します。
多面的な体制を確立し、企業統治に努めています。

コーポレート・ガバナンスの状況

危機管理本部

コーポレート・ガバナンス体制図
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取締役会

環境安全管理室
関連部署から
委員を任命

環境・安全法規監査�特命委員会

本
社

研
究
開
発
本
部

各
工
場

各
支
店

関
連
会
社

監査報告書

監
査

磐田工場� ����年��月��日　認証取得

平塚工場� ����年��月��日　認証取得

鹿島工場� ����年��月��日　認証取得

高砂フードプロダクツ（株）� ����年��月��日　認証取得

（株）高砂ケミカル� ����年��月��日　認証取得

 高砂香料工業株式会社は「技術立脚の精神に則り社会に貢献する」を
 基本理念として「地球環境保全に貢献する企業」を目指します。

 1. 開発から始まる、製品に関わるすべての活動において環境影響の低減に努めます。

 2. 資源の有効利用や新技術の開発と応用を推進し、環境負荷の低減に努めます。

 3. 関連する環境法規等を遵守し、環境改善のためのグローバルな動向に的確に対応していきます。

 4. 社員一人一人に対し環境保護のための教育・啓発を徹底し、全員で行動を推し進めます。

 5. 環境保全に関する情報を広く提供し、地域や社会との連携に努めます。

 6. 無事故・無災害を維持し、従業員と地域市民の安全・健康を確保する安全操業に努めます。

環 境 理 念 と 指 針 、環 境 管 理 体 制

環境宣言に則ったマネジメント体制を整備し、
環境活動を積極的に推進しています。
環境宣言を2002年に制定し、グループが一丸となって環境活動に取り組んでいます。

監査体制を強化し、環境・安全法規監査を実施

　各部門が密接にコミュニケーションをとる体制のも
と、環境宣言に則り積極的に環境保全活動を展開してい
ます。2001年より関連部署の代表委員からなる環境・
安全法規監査特命委員会を設置しています。高砂香料
グループすべてを対象に各種法規制に対応した体制の
確認と認証・規格の管理状況など、事業活動の内部監査
（環境・安全法規監査）を定期的に実施しています。また、
2006年より監査室から独立した環境安全管理室を設置
し、より効果的な環境保全活動の実行と管理体制の強化
を推進しています。

5カ所で I S O 1 4 0 0 1認証を取得

　2000年に磐田工場において、国内の香料業界で初と
なるISO14001の認証を取得しました。その後、平塚工
場、鹿島工場、高砂フードプロダクツ（株）、（株）高砂ケ
ミカルでの取得を実現しています。現在も各工場で環境
方針を定め、引き続き積極的な取り組みを進めています。

環境宣言

環境管理体制

高砂香料グループ環境・安全法規監査体制

ISO14001認証取得工場・国内関連企業

基本理念

行動指針
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分　類 主な取り組みの内容 投資額 費用額

（1）事業エリア内コスト 596,038 1,192,698
　　（1）- 1 公害防止コスト 高濃度廃水処理装置、脱臭装置、集塵装置、排水処理維持管理費 415,795 313,988
　　（1）- 2 地球環境保全コスト 省エネ設備 36,210 4,390
　　（1）- 3 資源循環コスト 汚泥肥料化装置、廃棄物処理費 144,033 874,320
（2）上・下流コスト 0 305,217
（3）管理活動コスト 緑地管理費、従業員講習・研修参加費 11,580 13,877
（4）研究開発コスト （注） （注）
（5）社会活動コスト 環境保全協会、自治会 80 580 
（6）環境損傷対応コスト 保険料 0 7,797

合　計 607,698 1,520,169 

環境保全効果の分類 環境パフォーマンス指標（単位） 2005年度 2006年度
前年度との比較

対前年増減 対前年原単位比

事業活動に投入する
資源に関する
環境保全効果

 電力投入量 （千kWh） 46,438 49,324 2,886 1.032 
　　　　　　　　（GJ） 450,579 478,443 27,864 1.031 
その他エネルギー投入量（GJ） 468,750 482,490 13,740 1.000 
水資源投入量（m³） 3,013,540 3,542,131 528,591 1.142 

事業活動から排出する
環境負荷および廃棄物に
関する環境保全効果

温室効果ガス排出量（t-CO²） 46,414 48,303 1,889 1.011 
廃棄物総排出量（t） 24,140 26,842 2,702 1.080 
廃棄物最終処分量 （t） 499 465 -34 0.906 
総排水量（m³） 2,773,864   3,158,819 384,955 1.106 
水質　BOD（t） 91.0 54.1 -36.9 0.578 
　　　COD（t） 105.0 74.0 -31.0 0.685 
　　　SS（t） 49.0 32.3 -16.7 0.640 
NOx（t） 11.0 10.9 -0.1 0.963 
SOx （t） 1.9 2.2 0.3 1.125 
ばいじん （t） 1.6 1.6 0.0 0.971 
特定の化学物質使用量（PRTR）（t） 1,132 1,233 101 1.058

各事業所で自主的な監査を実施し、改善を推進

　毎年、ISO14001による内部監査、外部機関による定
期維持審査のほか、環境安全管理室を中心にした環境・
安全法規監査特命委員による自主監査を実施していま
す。総合遵法監査として事業活動における基本法の遵守
事項を、また生産工場については品質管理・一般衛生管
理の監査を行っています。

　具体的には、あらかじめ各事業所で自己採点した
チェックリストと前年の改善計画書をもとに現場確認
し、その結果を相互に討議して指摘事項、要検討事項、
注意事項にまとめます。各事項については、改善計画書
を作成し改善を進めます。本年度の監査は17事業所で
実施し、指摘11件、要検討71件を挙げました。

よりよい環境保全活動を目指し、
環境会計と定期環境監査を実施しています。
2006年度の環境監査の活動と、環境保全コストと環境保全効果を集計しました。

環 境 監 査 、環 境 会 計

環境監査

環境保全コストおよび環境保全効果を集計しました

環境保全コスト集計結果

環境保全効果 対象期間：2006年4月～2007年3月

対象期間：2006年4月～2007年3月環境保全コスト（単位：千円）

(注 )研究開発コストは正確な把握が困難なため省略しました。
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生産（製品）

�������

顧客

平塚工場
磐田工場
鹿島工場
（株）高砂ケミカル
高砂スパイス（株）
高砂フードプロダクツ（株）
高砂珈琲（株）磐田工場
高砂珈琲（株）鹿島工場

本社
大阪支店
名古屋支店
福岡支店
静岡出張所
研究開発本部
高砂アロマス（株）
高栄産業（株）
高砂珈琲（株）研究所

産業廃棄物� �������

再生利用量� �������（����％）
委託再生利用量� ������（����％）
最終処分委託量� ����（ ���％）

紙類� ����

再生処理委託量� ����（����％）
燃えるごみ
（最終処分）� ����（����％）

���� �������（�����）
���� �������（�����）
��� �������（�����）

大　　　気
�
CO2� �������

���� �����
���� ����
ばいじん� ����

生産工場

事業所

※本年度より高砂珈琲研究所、大阪支店に
　広島・徳島のデータが加わりました。

��������排出

排　　　水� �����������

廃 棄 物
主原料� �������
副原料� ������
消耗品� ����
包装材料� ������

購入・汲上� �����������

エネルギー� ���������

電力� ������千���（���������）
蒸気� �������（ ��������）
燃料
重油等� �����㎘（���������）
都市ガス� ���������（ ��������）
��ガス� ������（���������）

�������投入

水 資 源

原 材 料

■平塚工場　
■磐田工場　
■鹿島工場　
■高砂フードプロダクツ　
■高砂珈琲　
■高砂ケミカル　
■高砂スパイス　
■本社・支店・出張所・研究所　
■他の関連会社

事 業 活 動 に お け る 環 境 影 響

グループで環境保全活動に取り組み、
環境負荷の低減に努めています。
2006年度のマテリアルフローを報告します。

継 続 的 な 環 境 活 動 に よ り 環 境 負 荷 を 軽 減

　生産活動状況としては、近年、生産量が増加傾向にあ
ります。なかでも、合成香料単品（アロマケミカル）の増
産、重要な医薬中間体（ファインケミカル）などの生産拡
大による原料を含む投入資源の増加などが挙げられま
す。また、製造品によっては工程増による処理の増加が
あり、環境負荷の増加傾向に影響しています。

　このような状況の中、高砂香料グループでは、省エネ
ルギー、省資源、資源の有効利用などの環境活動を積み
重ねることにより、事業活動による環境負荷の軽減を実
現してきました。
　今後ともグループ全体で、課題や取り組み状況を迅速か
つ的確に把握し、一層の改善に向けて努力していきます。

事業活動における環境影響

2006年度事業活動における環境影響（マテリアルフロー）
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����

����

����

����

合計�������

合計�������

■平塚工場　
■磐田工場　
■鹿島工場　
■高砂フードプロダクツ　
■高砂珈琲　
■高砂ケミカル　
■高砂スパイス　
■本社・支店・出張所・研究所　
■他の関連会社

■平塚工場　
■磐田工場　
■鹿島工場　
■高砂フードプロダクツ　
■高砂珈琲　
■高砂ケミカル　
■高砂スパイス　
■本社・支店・出張所・研究所　
■他の関連会社
　生産量原単位（千�����）
　生産量原単位（������）

年度

����

����

����

����

年度

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

��� ��� ��� ���（����年を�����とした生産量原単位）

��� ��� ��� ���（����年を�����とした生産量原単位）

����

����

����

����

年度

����

����

����

����

年度

����

合計�������

���� 合計������

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

� ����� ����� ����� ����� �����

� ����� ����� ����� ����� �����

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���排出量（�）

消費電力量（千���）

��� ��� ��� ��� ��� ���

��� ��� ��� ��� ��� ���

���（����年を�����とした生産量原単位）

（����年を�����とした生産量原単位）

（����年を�����とした生産量原単位）

生産量原単位（千�����）

生産量原単位（������）

������

�������

�������

�������

�������

������

������

������

������

����

����

����

����

����

����

����

����

����

年度

年度

■再生利用量　
■委託再生利用量　
■最終処分委託量

■再生利用量　
■委託再生利用量　
■最終処分委託量
　最終処分率

� ��� �� �� 最終処分率（�）

最終処分率（�）

� ���� ����� ����� ����� ����� �����

����

���

���

���

����

� � � � � �� ��

� � � � � �� ��

����

����

����

����

合計�������

合計�������

■平塚工場　
■磐田工場　
■鹿島工場　
■高砂フードプロダクツ　
■高砂珈琲　
■高砂ケミカル　
■高砂スパイス　
■本社・支店・出張所・研究所　
■他の関連会社

■平塚工場　
■磐田工場　
■鹿島工場　
■高砂フードプロダクツ　
■高砂珈琲　
■高砂ケミカル　
■高砂スパイス　
■本社・支店・出張所・研究所　
■他の関連会社
　生産量原単位（千�����）
　生産量原単位（������）

年度

����

����

����

����

年度

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

合計�������

��� ��� ��� ���（����年を�����とした生産量原単位）

��� ��� ��� ���（����年を�����とした生産量原単位）

����

����

����

����

年度

����

����

����

����

年度

����

合計�������

���� 合計������

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

� ����� ����� ����� ����� �����

� ����� ����� ����� ����� �����

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���排出量（�）

消費電力量（千���）

��� ��� ��� ��� ��� ���

��� ��� ��� ��� ��� ���

���（����年を�����とした生産量原単位）

（����年を�����とした生産量原単位）

（����年を�����とした生産量原単位）

生産量原単位（千�����）

生産量原単位（������）

集 計 範 囲 を 拡 大 し 、 環 境 保 全 活 動 を 継 続

　消費電力量とCO2排出量の集計に、2006年より高砂
珈琲（株）研究所、大阪支店に徳島連絡所のデータも加え
ました。より複雑なファインケミカルの生産が増加傾向
にあり、工程数の増加にともなうエネルギー、原材料等
の投入は生産量原単位でも増大傾向にありますが、事業

活動から排出する環境負荷の削減に努めています。本年
度の成果としては、7ページの環境保全効果の表にあり
ますように、排水の水質や大気の環境負荷を生産量原単
位で減少させることができました。高砂香料グループで
は、引き続き効率的な環境保全運動を実践していきます。

環境保全への意識を高めて活動を推進し、
地球温暖化防止に取り組んでいます。
営業拠点や関連会社が手を携え、環境保全に確かな効果をあげています。

省 エ ネ ル ギ ー 、省 資 源 、リ サ イ ク ル

地球温暖化防止への取り組み

資 源 の 地 域 循 環 を 目 指 す リ サ イ ク ル 活 動

　グループ全体で環境保全活動に取り組むことで、廃棄
物最終処分量は生産量原単位で減少傾向にあります（P.7
参照）。再生率も2006年度は98.3％に達しました。
　鹿島工場で廃棄物を再利用するゼロエミッションを達
成するなど、各拠点の活動が成果につながっています。
今後ともグループ全体で手を携え、廃棄物の削減（最終
処分量）を推進していきます。

リサイクル率を向上させ、資源循環を促進

産業廃棄物発生量、再生利用量（委託含む）、最終処分委託量
（単位：t）

消費電力量の推移（単位：千 kWh）

CO2 排出量の推移（単位：t）
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グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー

香料業界のパイオニアとして、
不斉合成技術を推進しています。
環境に配慮した研究開発でも香料業界をリードしています。

環 境 に や さ し い 不 斉 合 成 技 術

　グリーンケミストリーとは、周囲への汚染や地球環境
への負荷、生物や人体への健康に配慮して、原料の選択
から製造方法、製品が消費者にわたり、廃棄されるまで、
すべてのプロセスを配慮する化学を指します。当社の不
斉合成技術は、光学活性体合成における環境にやさしい
グリーンケミストリーの最先端技術として注目されてい
ます。

グリーンケミストリー

磐田工場の蒸留塔

化 学 物 質 を 把 握・ 管 理 し 、 排 出 量 を 抑 制

　化学物質は、MSDS（化学物質等安全性データシート）
を用いて適正管理に努めています。また、PRTR対象の
化学物質は、関連法令に則り実態を把握し報告を行って
います。

化学物質の適正管理と排出抑制

　排水処理システムの処理能力の向上、脱臭装置の設置
などを行い、環境への排出量抑制に積極的に取り組んで
います。

政令
番号 物質名 取扱（使用）量

排出量

大気 水域 土壌

1 亜鉛の水溶性化合物 2,700 0 0 0

6 アクリル酸メチル 17,300 52 0 0

8 アクロレイン 143,300 0 0 0

12 アセトニトリル 87,000 3,760 412.6 0

43 エチレングリコール 23,600 0 287.4 0

54 エピクロロヒドリン 27,400 0 0 0

63 キシレン 48,400 407 11.3 0

77 塩化ビニル 87,300 2,856 0 0

96 塩化メチル 1,500 12 0 0

114 シクロヘキシルアミン 1,300 7 1.0 0

145 ジクロロメタン 31,800 10,679 0 0

172 N,N-ジメチルホルムアミド 2,700 15 2.0 0

226 ｐ－トルイジン 1,000 2 0 0

227 トルエン 700,800 13,533 6.6 0

232 ニッケル化合物 2,800 0 0 0

297 塩化ベンジル 1,200 0 0 0

307 ポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル 3,800 0 0 0

309 ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニルエーテル 5,700 0 0 0

310 ホルムアルデヒド 42,600 36 4.0 0

314 メタクリル酸 1,400 3 0 0

20品目、合計 1,233,600 31,362 724.9 0

ＰＲＴＲ対象物質排出量（2006年度）　(単位：kｇ）
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「5S・カイゼン活動」の2007 年度ポスター 磐田工場での相互点検の様子

5 S ・カ イ ゼ ン 活 動

5S・カイゼン活動を推進し、
無事故の達成を目指しています。
労働環境の改善と安全の確保に対する取り組みを紹介します。

5S・カイゼン活動

2 年 目 を 迎 え た 革 新 活 動

　グループ各社の生産部門全体の活動として2006年4
月より展開してきた「5S・カイゼン活動」も2年目を迎え
ました。方針・スローガン・方向性・5Sの定義化を全拠
点共通で認識し推進しています。作業環境の改善による
安全の確保と作業効率の向上に努めています。

年 間 推 進 ス ロ ー ガ ン

　2007年度の年間推進スローガンとして、「5S・カイ
ゼン活動で、お客様の信頼を得られる力強く美しい工場
創りを目指そう！」を掲げました。また、「お客様の視点
での5Sの推進と定着化」を取り組みの方向性と定め、グ
ループ全体の活動を展開しています。お客様にご満足い
ただけるモノづくりを目指して、製造業にとっての鍵とな
る5S・カイゼン活動を全員参加で推進してまいります。

2006 年度の活動成果

情 報 の 共 有 化 を 図 り 、共 通 認 識 を 向 上

　ネット上に共通のファイルを設定し、各拠点の5S・カ
イゼン活動の報告書や活動ニュースなどを集めること
で、お互いの活動状況の認識を高めるとともに情報の共
有化を図りました。また、相互点検、トップ点検、外部講
師による研修などを通じて、高砂香料グループの全生産
部門における共通認識が着実に向上しています。年度末
には経営層も含めた全体会議を開催し、各拠点の成果と
次年度の方針を確認しました。

2007 年度の活動に向けて

5Sとは： 職場の「整理」、「整頓」、「清潔」、「清掃」、「躾」の5つの頭文字Sの意味で、 
5S活動を推進することによって作業環境の改善と安全の確保を図ります。

2006 年度の全体報告会の様子
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平塚工場

鹿島工場

高砂珈琲（株）磐田工場

高砂フードプロダクツ（株）

高砂スパイス（株）

（株）高砂ケミカル

磐田工場

高砂珈琲（株）鹿島工場

事故や災害に備えた初期消火訓練舗装を施したドラム置場

檜の枝打ちボランティア作業 通勤用自転車ラックを新設

地域に密着した活動を行い、
環境・安全活動の輪を
広げています。
高砂香料工業（株）および関連会社の生産拠点では、 

主体的な環境・安全活動を実施しています。

国 内 サ イ ト レ ポ ー ト

磐 田 工 場

環境負荷の低減活動からさらに一歩進んだ
地球温暖化対策へ、磐田工場は前進します。

 ● 水源涵養樹林檜林枝打ち作業に参加

　磐田市環境保全推進協議会に加入し、会が主催する水源涵養樹林
檜林枝打ち作業に参加しています。これは、CO2を吸収し綺麗な飲
料水を供給する涵養樹林で、2.5m程に育った檜の枝打ちを行うボラ
ンティア作業です。
　植樹した後には下草を刈り、大きくなったら枝を払って木を育てま
す。すくすくと成長する木は、今後、数十年間にわたりCO2を吸収し
続けます。地域の方々とともに活動し、地球温暖化対策に貢献できれ
ばと願っています。

 ● CO2を排出しない自転車通勤を奨励

　環境問題への関心が一層高まり、自動車通勤を止めて、CO2を排出
しない自転車通勤に変更する従業員が増えています。会社としても地
球温暖化防止に貢献する自転車通勤をサポートするため、敷地内に自
転車ラックを新設し環境にやさしい通勤手段を応援しています。

 ● 河川の清掃活動を継続

　磐田工場の敷地横を流れる祝川の清掃活動を、毎月、行っています。
缶やビニールなどを拾い集めた後、きちんと分別廃棄し、美しい社会
環境維持に努めています。地域社会の環境を守るのが私たちの願い
です。

 ● ドラム置場の環境を見直し

　ドラム置場を全面舗装しました。これは、万が一、漏洩した際の土
壌汚染を防止するとともに、点検を強化し漏洩そのものを防止する
ためです。漏洩時には油水分離ピットにより油を回収できるよう、万
全の体制を整えています。

 ● ガスケットの分別回収

　配管のつなぎ替え時に廃棄される古いガスケットなど、健康被害
の恐れがあるガスケットの分別回収を進めています。また、テフロ
ンで包まれたステンレス配管用のパッキンはテフロンとガスケット
に分別し、テフロンはリサイクル、ガスケットは分別廃棄を徹底して
行っています。

 ● 事故や災害に備え、安全確保に尽力

　磐田工場では、総合防災訓練を定期的に行っています。地震と地震
に伴う火災発生を想定した基本訓練で、環境汚染防止対応訓練も含
んでいます。
　磐田工場所有の化学消防車・各職場消火隊、機動隊も出動し放水し
ます。新入社員などを対象とした消火器による初期消火の訓練も併
せて行います。事故や災害に備え、安全確保に全力を挙げています。
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独自に開発した肥料の 
施肥作業

リサイクル型の 
材質へ切り替え完了

CO2 削減に効果を発揮する
高効率ボイラー

環境に配慮した
「エコC-GIS」を導入

鹿 島 工 場

独自開発の肥料やゼロエミッションで
資源循環型の社会を目指します。

 ● 有機肥料を野菜づくりに活用

　社会貢献活動の一環として、2005年5月から特定非営利活動法
人「ゼロ・ワンの郷」へ特殊肥料（コーヒーかす）および抽出残さ（ウー
ロン茶かす）などを供給しています。これらを利用した独自開発の
有機肥料と施肥方法が確立され、「ソラマメ・ジャガイモ」など季節
の野菜づくりが活発化しています。同法人では、耕地面積を全体で
5,000m2、会員数を15人に増やして活動を拡大しており、鹿島工場
の支援活動が大きく結実しています。

 ● 廃棄物ゼロに向けたリサイクル活動

　鹿島工場は、すべての廃棄物を再利用する｢ゼロエミッション｣を
達成しました。ゼロエミッションとは、廃棄物ゼロの実現に向け国際
連合大学が提唱している構想です。
　達成を阻害していた塩化ビニール類を、リサイクルが可能な材質
へ切り替えを進め、2006年に完了しました。この活動により、すべ
ての廃棄物をエネルギーと資源のリサイクルとして委託処理や販売
が可能になりました。
　また、2006年度には、緑茶かす50tを委託焼却し、電気エネルギー
に変換するサーマルリサイクルをしていましたが、堆肥化への検討結
果、2007年度から地元園芸農家の協力もあり有用物として活用する
ことが決まり、相互に環境負荷の低減に貢献できるようになりました。

平 塚 工 場

CO2 削減に効果的な施設の導入で、
地球温暖化防止に貢献しています。

 ● 環境にやさしい施設に変更

　平塚工場では、特高受変電設備が設置後33年経過し設備の信頼性
が低下してきたため、数年前より環境に配慮した変電所の更新計画
を進めていました。2006年、切り替え工事に着工し、2007年に「エ
コC-GIS」受変電所に切り替えを完了しました。また、新しく設置し
たトランスも効率の良い物に切り替えて、試算では、年間4t以上の
CO2の排出量削減が期待されます。

 ● 高効率ボイラー更新によるCO2の削減

　小型ガスボイラー5基を更新するにあたり、CO2の排出量削減を
意識した高効率ボイラーを選定し設置しました。ガス使用量は、半年
で約20%の節減効果がありました。また、それに伴う温室効果ガス
排出削減は、半年で7tにも相当します。
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工場敷地外における 
道路側溝の清掃

リサイクル用の収集箱

クリーンな燃料、LNGを導入

汚泥連続式乾燥装置

平 塚 工 場高 砂 珈 琲（株）

3Rで “ごみゼロ” を目指すとともに、
清掃活動で地域に貢献しています。

 ●作業服と作業靴もリサイクル化を推進

　ごみとして出すものを少しでも減らそうと「廃棄物削減目標」を掲
げ、「3R（Reduce：減らす、Reuse：再使用、Recycle：再資源化）」に
努めています。
　一般廃棄物に加え、ダンボールや新聞紙はもとより、作業服、作業
靴を再資源化可能なものに切り替え、リサイクル化を推進していま
す。リサイクル用置場も設置し、整理・整頓しながら3Rを積極的に
推進しています。

 ●地域清掃活動にも協力

　5S・カイゼン活動の一環として、毎月1回の予定で、工場敷地内外
の清掃を実施しています。地域の清掃活動にも積極的に参加し、透明
性の高い工場づくりと地域貢献に努めています。

高 砂 フ ー ドプ ロ ダ クツ（株）

クリーンな燃料の導入などで、
環境負荷の軽減に努めています。

 ● LNGの導入で大気汚染防止に貢献

　ボイラー用などの燃料を、LPG（ブタン・プロパンガス）から空気を
汚す心配の少ないクリーンな燃料といわれるLNG（メタンガスを主
とする液化天然ガス）に変更しました。
　これによりCO2排出量はLPGに比べ約15％削減されます。また、
LNGは空気よりも軽く、万が一、漏洩した場合にも大気中に拡散す
るため、引火・爆発等の危険性は低くなりました。

 ●リサイクル活動と臭気対策を強化

　製造過程で排出されるコーヒーかす、紅茶かす、排水処理後の汚泥
を分離・乾燥し、特殊肥料・普通肥料・混合汚泥肥料として近隣農家
の方にご利用いただいています。
　また、脱臭装置を設置して風による飛散や乾燥による臭気の放出
などを極力抑えるとともに、肥料製造施設は全面シャッターで囲って
います。

国 内 サ イ ト レ ポ ー ト
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御前崎市内における
廃棄物回収作業

プラスチック製の 
パレットを使用

工場周辺における公道の清掃 雑草やごみなどを収集し、環境を改善

　事務用品のグリーン購入グループ全社での取り組み

（株）高 砂 ケ ミカ ル

高 砂 ス パ イ ス（株）

5S・カイゼン活動を強化し、
地域社会とともに歩んでいます。

 ●より一層の改善を目指す清掃活動

　5S・カイゼン活動の積極的な推進によって、社内および工場が清
潔になり作業環境が向上しています。
　一方で、工場周辺の土砂や雑草、ごみの散乱など、改善を必要とす
る箇所があり、5S委員会から「是非、工場周辺も掃除して綺麗にしよ
う!」という提案がありました。
　現在、隔月活動ではありま
すが、工場内の一斉清掃と合
わせ、工場周辺の清掃活動を
行っています。地域社会との
より良い関係になればと願
い、今後も活動を続けていき
ます。

地域保全と社会貢献活動を継続し、
産業廃棄物の削減を実践しています。

 ●地域に密着した社会貢献活動

　地域社会貢献活動として、毎年、産業廃棄物協会主催の不法投棄
物回収作業に参加しています。
　2006年10月の作業では、早朝から全体で74名が参加し、御前崎
市内4カ所に分かれて不法投棄された廃棄物の回収作業を行いまし
た。約3時間の清掃活動で5.2tもの不法投棄廃棄物を回収すること
ができました。
　その他、地元の商工会主催のクリーン作戦などにも積極的に参加
しています。また、工場周辺の公道についても、清掃活動を定期的に
実施しています。

 ●木製パレットを廃止

　製品・中間品・原料・廃棄物など、工場でのすべての搬入・保管時
は木製パレットの使用を禁止し、プラスチック製のパレットに切り替
えました。
　これは木くずなどの異物混入対策と虫の発生の防止、廃棄木製パ
レット（産業廃棄物）の削減に効果があります。5S・カイゼン活動と合
わせ、倉庫内も整理・整頓を常に心がけて管理しています。

高砂香料グループでは、2002年に高砂香料グループ・グリーン購入基本方針を制定し取り組んでいます。
2006年度の事務用品のグリーン購入比率はグループ全体で53％でした。
比率向上に向けて、引き続き推進していきます。
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グローバルな視点で取り組む、
香料ブランドTAKASAGOの活動。
海外の生産拠点においても、環境保全・品質管理を推進しています。

海 外 サ イ ト レ ポ ー ト

フラン ス
TAKASAGO EUROPE PERFUMERY LABORATORY S.A.R.L.
●設立：1978 年 10月　
●業務：フレグランスの研究・製造・販売およびアロマケミカルの販売

　ヨーロッパ全域では、北欧からス
タートした地球環境の持続可能性へ
の意識が広がり、企業も、環境規制の
みならず、継続的な資源活用に対する
社会的責任が求められています。
　そんな中、パリの工場では、すでに
ISO9001:2000、ISO14001認証を取得するとともに、環境への影響を
低減し、持続可能性に貢献するさまざまな活動を実施しています。
　まず、排出規制については騒音規制をクリアし、近隣への影響が出な
いように努めています。VOC（揮発性有機化合物）規制については、定期
的に工場建屋外数カ所でVOC計測を実施し、VOC規制を守っていま
す。排水規制についても、減圧濃縮装置にて工場廃水を処理して有機物
を除去し、規制以下の数値を維持しています。また、資源のリサイクルに
も努め、布、紙、鉄、プラスチック、アルミニウムなどを分別回収しています。
　資源においても、使用電力の50％は、風力、水力、波力などで作られ
た再生可能電力を購入し利用しています。これらは、廃棄物や温暖化
につながるガスを出さない、環境にやさしいエネルギーです。
　その他、洗浄用水は常時複数回利用するように装置を設計し、水消
費量の低減を行っています。また、有機物の流出防止の予防措置とし
て、建物地下に保持タンクを用意しています。
　従業員には、定期的に規制変更などの情報伝達と事業所活動の環境
への影響に関する教育を実践しています。また、得意先に対しても当社
の持続可能性への取り組みを報告するなどして、社会全体での地球環
境保全、持続可能性維持に努めています。

ス ペ イン
TAKASAGO INTERNATIONAL CHEMICALS（EUROPE）S.A.
●設立：1964 年 12月　●業務：合成香料、天然香料の製造・販売

ごみのリサイクル化を推進
　自治体が行っている紙類、ダンボール、ビン、プラスチック、缶の分
別回収を、社内でも2007年から始めました。以前は、どのようなごみ
でも同じごみ箱に捨てていましたが、地球環境や社内環境を考慮して

分別回収をスタートしました。少しずつ
ではありますが、分別への意識が従業員
の間で高まっています。
　今後は、ごみ箱の設置箇所を増やすと
ともに、「5S・カイゼン活動」を本格的に
実施していきます。

ブ ラ ジ ル
TAKASAGO FRAGRÃNCIAS E AROMAS LTDA.
●設立：1991 年 10月　
●業務：フレーバー、フレグランスの研究・製造・販売およびアロマケミカルの販売

消火などの実地訓練を実施
　地元消防署の協力を得て、
全社員を対象とした消火訓練
を実施しました。消火器の設
置箇所の点検のほか、避難経
路の点検および消火器ならび
に放水操作の実地訓練の指導
を受けました。消防署との連
携を図りながら、今後も訓練
を継続していく予定です。
　また、避難経路の表示にも多々不備があっ
たため、新たに確認標識を作成し災害時の
目視による避難経路の確認を容易にしまし
た。そのため、訓練時においてもスムーズな
避難を行うことができました。

中 国 （ 広 州 ）

高砂香料（広州）有限公司
●設立：2004 年 11月　●業務：フレーバーの製造

ISO9001、ISO22000の認証を取得
　高砂香料（広州）有限公司では、2007年3月5日にISO9001お
よびISO22000の認証を取得しました。
　また2006年12月には、イスラム教徒向けの食品である証明
のHALAL（ハラール）認定も受けています。

　ISO9001とISO22000を合わせ
ての認証は、中国国内のみならず
近隣諸国でのビジネス展開におい
て、食品の安全性レベルの強化、
製品の品質向上に大いに役立てら
れるものと期待しています。

中 国 （ 上 海 ）

上海高砂鑑臣香料有限公司
●設立：1993 年 2月　
●業務：フレグランス、フレーバーの研究・製造・販売

自衛消防訓練（浦東工場）
　火災発生を想定した火災発生初期
消火訓練や避難誘導訓練、消火器取
扱い訓練、ホースを使った放水訓練
など、防災訓練を実施しました。今後
も定期的に訓練を実施し、さらに従
業員の安全意識を高めていきます。分別回収のため設置したごみ箱

地元消防署とともに行った消火訓練

新たに作成した
確認標識

高砂香料（広州）有限公司

ホースを使用した放水訓練

持続可能性活動（Sustainability：環境を破壊することなく、資源利用
を継続できること）
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　環境報告書を発行するように
なり5年目となります。今年の環
境報告書においては、高砂香料グ
ループの各事業所の環境負荷低減
に向けてのさまざまな活動をまと
めて掲載いたしました。日々の業

務のなかで一人ひとりの環境に対
する思いをお伝えできれば幸いで
す。また、環境負荷データについ
ては、2004年度より集計範囲を
広げ、高砂香料グループとして把
握しております。
　なお、内容が専門的になりすぎ
ないよう説明方法を考慮しまし

た。当社グループの活動へのご理
解を深めていただければと考えて
おります。皆様へのアンケートを
ご用意させていただきました。忌
憚の無いご意見､ご感想をお寄せ
ください。皆様とのコミュニケー
ションを活性化して、さらに充実
した報告書を目指していきます。

香りのミュージアム

編集後記

　香りの歴史は長く、紀元前から始まります。洋
の東西を問わず人類に愛されてきた香りは、エジ
プトやローマでも盛んに用いられてきました。生
活の楽しみや潤いとして、また、宗教的儀式にお
いて、人類の歴史や文化とともに香りは発展して
います。
　「香りのミュージアム」では、コレクションから
代表的なものを選び、日本・東洋ゾーン、西洋ゾー
ン、香料素材コーナーに分けご紹介しています。

　高砂香料工業（株）では、西洋、
東洋の香りに関する工芸品、美
術品などを収集しています。そ
の一部を本社受付横のコレク
ションルームに展示するとと
もに、ウェブサイトで「香りの
ミュージアム」と命名し、収蔵
品を公開しています。
　また、当社、ニューヨークの
オフィスにもコレクションの一
部を展示し、アメリカの得意先
の皆様にもお楽しみいただいて
います。

人 類 の 歴 史 や 文 化 と と も に 発 展 す る 香 り

ウェブサイトでも収蔵品を公開

麝香（ムスク）
昔から高貴な神仙薬、媚薬、香料とし
て洋の東西で使われてきたムスク
は、香りの王者といわれています。

松梅蒔絵十種香箱
（日本／江戸中期）
金粉で梅と若松が鮮やかに
描かれた香箱です。中には、
折据、札入、本香盤など、香
道具一式が入っています。

望遠鏡付き透明
カットガラス香水瓶
（フランス／1820年頃）
輪形のカットガラス製の瓶
に望遠鏡がはめ込まれた珍
しい一品。女性がペンダント
として使用していたと考え
られます。
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〒144-8721
東京都大田区蒲田5丁目37番1号
ニッセイアロマスクエア17F
TEL：03-5744-0577　FAX：03-5744-0593
URL：http://www.takasago-i.co.jp/
E-mail：kankyo@takasago.com

お問い合わせ先

環境安全管理室

この環境報告書は、環境への配慮のため、「古紙 100％の再生紙」、アメリカ大豆協会認定の「大豆油インキ」を使用しています。



高砂香料工業環境報告書 2007　アンケート

ご意見・ご感想をお聞かせください。
本報告書をご覧くださいまして誠にありがとうございました。
当社としては5回目の環境報告書の発行であり、今後、さらにわかりやすい内容を目指して、改善を重ねていきたいと考えております。
お手数ですが、下記質問事項にご回答のうえ、FAXなどにてご意見をお寄せください。
今後の内容充実のために活用させていただきます。

送付先：高砂香料工業株式会社　環境安全管理室　℻ 03-5744-0593

1.   本報告書をお読みになって、どのようにお感じになりましたか。
 ⑴ わかりやすい　⑵ ふつう　⑶ わかりにくい

2.   本報告書の内容について、どのようにお感じになりましたか。
 ⑴ 充実している　⑵ ふつう　⑶ ものたりない

3.   本報告書の内容で、特に印象に残ったこと、知ることができてよかったと思われた点はありましたか。
 （○はいくつでも結構です）
 ⑴ トップメッセージ ⑵ 環境負荷低減のための活動 ⑶ 企業憲章、中期経営計画「プログラムG3」
 ⑷ コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス ⑸ 環境理念と指針、環境管理体制
 ⑹ 環境監査、環境会計 ⑺ 事業活動における環境影響 ⑻ 省エネルギー、省資源、リサイクル
 ⑼ グリーンケミストリー ⑽ 5S・カイゼン活動
 ⑾ 国内サイトレポート
 ① 磐田工場 ② 平塚工場 ③ 鹿島工場 ④ 高砂フードプロダクツ（株）
 ⑤ 高砂珈琲（株） ⑥ （株）高砂ケミカル ⑦ 高砂スパイス（株）
 ⑿ 海外サイトレポート ⒀ 香り文化活動

 その他、印象に残った点や、改善すべき点など、記載内容についてご自由にご記入ください。

4.   当社の環境に対する取り組み全体について、どのように評価されますか。
 ⑴ とても評価できる　⑵ わりと評価できる　⑶ あまり評価できない

 具体的に、評価できる点と評価できない点、あるいは環境への取り組みに関して
 当社に期待することなどをご自由にご記入ください。

5.   どのようなお立場で本報告書をお読みくださいましたか。
 ⑴ 当社の事業所がある地域にお住まいの方 ⑵ お取引先 ⑶ 株主・投資家 ⑷ 政府・行政関係　
 ⑸ 環境団体・ NPO関係 ⑹ 教育機関・学生 ⑺ 報道関係 ⑻ 企業・団体の環境担当　
 ⑼ 当社従業員および家族 ⑽ その他（具体的に： ）

ご協力誠にありがとうございました。差し支えのない範囲で、下記にもご記入ください。
ご記入いただきました個人情報は、今後の報告書改善の目的のみに使用いたします。個人情報は当社にて適切に保管し、ご本人の同意なく第三者に提供いたしません。

ご住所　〒　　  ー

ご連絡先電話番号

ご所属（勤務先または学校名）

フリガナ
お名前

ご連絡先 E-mail アドレス

来年度の環境報告書送付を

希望する・希望しない

男・女 歳性
別

年
齢


